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田手民業斤年の集し、 

叙勲・褒章 
受章祝賀会 

\ / 

ロ藍綬褒章 須崎 由美氏（右）保護司、更生保護功績 

~へ 口瑞宝単光章 中村 吉永氏（中）消防功労（元津軽広域
事務組合消防指令長） 

口瑞宝双光章 櫛引 幸雄氏（左）消防功労（元金木町消
防団長） 

裁判員制度目 
～裁判員の参加する刑事裁判に関する法律の概要～ 

1．対象事件 
①原則 

1）死刑又は無期の懲役・禁銅に当たる罪に係る事件 
2）法定合議事件であって故意の犯罪行為により被害者を 

死亡させた罪に係るもの 
②対象事件からの除外 
①に該当する事件であっても、裁判員やその親族等に対し 
て危害が加えられるおそれがあるような事件については、 
対象事件から除外されうる。 

2. 合議体の構成 
①裁判員の参加する合議体の裁判官の員数は3人、裁判員の 

員数は6人 
②第1回公判期日前の準備手続（公判前整理手続）の結果、 

被告人が公訴事実を認めている場合において、当事者に異 
議がなく、かつ、事件の内容等を考慮して裁判所が適当と 
認めるときは、その事件を裁判官1 人と裁判員4人の合議 
体で取り扱うことができる。 

3. 裁判官・裁判員の権限及び評決 
①有罪・無罪の決定及び量刑の判断は、裁判官と裁判員の合 

議体の過半数であり、かつ、裁判官及び裁判員のそれぞれ 
1 人以上が賛成する意見による。 

②法令の解釈及び訴訟手続に関する判断は、裁判官の過半数
の意見による。 

4. 裁判員の資格・選任手続等 
①衆議院議員の選挙権を有する者の中から、一年毎に無作為

抽出で裁判員候補者名簿を作成し、裁判員は、その中から
事件毎に無作為抽出する。 

②欠格事由及び就職禁止事由等に該当する者、不公平な裁判
をするおそれがある者並びに当事者から理由を示さない不
選任請求をされた者は、裁判員となることができない。 
辞退事由に該当する者は裁判員となることを辞退すること
ができる。 

③裁判員は、公判期日への出頭義務、守秘義務等の義務を負
う。義務違反その他一定の場合に、裁判員は解任される。 

④裁判員には、旅費、日当等が支給される。 
5．裁判員の参加する裁判の手続 
①公判前整理手続を必ず行う。 
②裁判員も、証人に対する尋問、被告人に対する質問を行う
ことができる。 

6. その他 
①裁判員に対する請託・威迫行為、裁判員の秘密漏洩行為等

は、刑事罰の対象となる。 
②雇用主は、従業員が裁判員の職務のために仕事を休んだこ
とその他裁判員になったことを理由として、解雇その他不
利益な取扱いをしてはならない。 

③何人も、氏名等の裁判員を特定できるような情報を公開し
てはならない。 

④何人も、担当事件について裁判員に接触してはならない。 

平
成
十
七
年
町
民
新
年
の
集
い

と
叙
勲
・
褒
章
受
章
祝
賀
会
が

一

月
五
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
、
各
界
代
表
者
や
一
般
町
民
な

ど
関
係
者
百
八
十
名
余
り
が
出
席

し
ま
し
た
。
 

開
会
後
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
 

『君
が
代
』
と
『
一
月
一
日
』
の
歌

を
斉
唱
し
、
鳴
海
町
長
が

「
町民

優
先
の
行
政
を
推
進
す
る
決
意
と

叙
勲
・
褒
章
受
章
者
の
皆
さ
ん
に

今
後
も
住
民
福
祉
並
び
に
教
育
の

向
上
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
」
と
年

頭
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
受
章
者
が
紹
介
さ
れ
、
 

鳴
海
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
中
谷
秀
八
金
木

町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
受

章
者
代
表
と
し
て
片
岡
八
千
雄
氏
 

口瑞宝単光章 福長 勝義氏（右）消防功労（元津軽広域
事務組合消防指令長） 

ロ瑞宝双光章 阿部 定一氏（中）更生保護功労 

口瑞宝双光章 片岡八千雄氏（左）教育功労（金木幼稚園
園長） 

瑞宝単光章 

竹谷善朋氏（警察功労） 

広懸か鷹ぎ万宰7月骨臓  

が

「
地域
の
皆
さ
ま
の
お
陰
で
す
。
 

今
後
も
こ
の
受
章
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
津
軽
三
味
線
ま
ん
じ

流
家
元
工
藤
満
次
さ
ん
と
師
範
ま

ん
じ
愛
華
さ
ん
に
よ
る
「
津
軽
あ

い
ゃ
節
」
が
祝
奏
さ
れ
、
町
商
工

会
長
今
誠
康
氏
の
乾
杯
音
頭
で
祝

宴
が
始
ま
り
、
町
民
新
年
の
集
い

と
叙
勲
・
褒
章
受
章
を
参
加
者
全

員
で
祝
い
ま
し
た
。
 



厄難を払い落とすノ 
1月 3日、中央公民館で大厄を迎える男女80人が出席して町合

同厄払いが行われ、災難を払い落としました。 

数え年で男42歳、女33歳を大厄として、結婚・新築・旅行など

を慎み、本年を前後に 3年間は特に気をつけなければならないと

されております。 

式では、神主によるお払いや出席者ひとりひとりの名前を奏上

し、発起人たちが玉串奉莫などの神事を厳粛の中で進行されまし

た。その後、記念写真の撮影と祝宴などを催していました。 

飲酒運転・万弓ははタメ！コ 
1月10日、金木警察署（署長＝佐々木正明）がスーパーストア

正面出入り口で、交番連絡協議会などの協力を得て、r 110番の日』 

のPRや『少年非行防止活動』を行いました。 

正面出入り口に『110番の日』をPRした津軽凧などを掲示し、 

イメージキャラクターの『アピー君』が来店者を歓迎し、地域住

民に110番の正しい通報の仕方や警察業務の理解に努めていました。 

また、金木剣武館の子どもたちは、おかあさんたちが古くなっ

た竹刀で作ったマスコツト人形を、少年非行防止活動の一環で来

店者ヘプレゼントし、とても喜ばれていました。 
a 

健康体は食生活から．ノ 
12月25日、中央公民館で親子料理教室が開催され、小学生45名、 

大人17名が参加し、バランスの取れた料理等について学びました。 

参加者は、蝦名宏美氏（青森県栄養士会）から健康な体づくり

等について講習を受けた後、町食生活改善推進員会（会長＝青山

ユキ）の指導を受けながら、鮭の照り焼き等 3品目の調理に挑戦

しました。 

参加者の小学生たちは、それぞれの調理別に分かれ、与えられ

た食材を手際よく調理し、できたてのアツアツ料理をおいしく食

べていました。 

みんなで仲良ぐ遊ぼう．ノ 
冬休み最初の土曜日の12月26日、農業者トレーニングセンター 

で児童生徒たちが、スポーツを楽しんでいました。 

毎週土曜日、子どもたちに開放される農業者トレーニングセン

ターで、30人余りの児童生徒が卓球、バレーボール、バスケット

ボール、ソフトボールの種目に、限られたスペースのなかで仲良

く、楽しく心地よい汗を流していました。 

また、 1月 8日には中央公民館南側にある雪山の斜面で、ホッ

ぺを赤くしながら元気いっぱいにソリ遊びをしていました。 

広戴か彦穿万宇7月骨 
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
ロ
座
振
替
を
活
用
す
る

等
し
て
、
納
め
忘
れ
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
 

国
民
年
金
は

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
保

険
料
を
納
め
る
と
満
額
の
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

い
け
れ
ど
納
付
書

が
手
元
に
な
い
と
い
う
方
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

国
民
年
金
は
、

四
十
年
間
国
民
保
険
料
を
納
付
し
て
、
 

年
間
八
十
万
円

の
満
額
の
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
一
一

十
五
年
間
納
め
た
場
合
で
は
年
間
約
五
十
万
円
で
、

約
三

十
万
円
も
違
い
ま
す
。
 

そ
の
う
え
、
国
民
年
金
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
 

ケ
ガ
ゃ
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や

一
家
の
働
き
手
を
亡
く
し
た
と
き
の
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
納
付
要
件
を
満
た
さ
な
い
た

め
に
受

給
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し

て

く
だ
さ
い
。
 

心 

ふるさと金木 
東京ふるさと金木会会長工藤源次郎さんからのお便りをご紹介します。 	Vol.29 

金木町の皆さん、新年あけましておめでとうございます。 

昨年も芦野公園の花見、東京における総会と大変お世話になりました。 

厚くお礼申し上げます。 

昨年12月18日には、東京ふるさと金木会の忘年会を例年のごとく東京秋葉原で開催しました。 

40数名の参加で賑やかに楽しい忘年会でした。こうしてふるさと金木に年賀状を発信するのも今

回が最後になるかもしれないと思うと非常に寂しくなります。 

合併により、青森県の町村で全国的にも名の知れた金木町の名前が消えてしまうと思うと・・・。 

ふるさとの皆さんが選択した結果がこうなったのだからと、東京のふるさと会では一応納得はし

ましたが残念です。 

5月の芦野公園の観桜会には、またテントを張り、甘酒を提供し、湖上ステージで歌謡ショー、 

老人ホームの慰間もやります。是非一度、東京ふるさと金木会のテントへお越しください。待っ

ています。 

東京ふるさと金木会は、このまま続けていきますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。 

ふるさとの皆さんにとって良い年になりますようにご祈念申し上げます。 

平成17年元旦 

東京ふるさと金木会会長 工藤源次郎 

、 

国
民
年
金
保
晩梼
の
 

納
め
忘
れ
凄
あ
り
ま
，
ん
か勿
シ
 

―り 

広報力腐ぎ距寧7月骨叫  
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金
木
町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

今
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
よ

り
良
い
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。
 

さ
て
、
今
年
は
公
立
金
木
病
院
 

（以
下
、
当
院
）
に
と
り
ま
し
て
、
 

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
大
き
な
変
革

の
年
で
あ
り
ま
す
。
 

皆
さ
ま
ご
存
知
の
よ
う
に
、
金
木
、
 

中
里
両
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
所
川
原

市
及
び
市
浦
村
、
小
泊
村
と
合
併
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
従

っ
て
現
時
点
で
は
、
当
院
の
経
営
母

体
は
五
所
川
原
市
と
中
泊
町
、
名
称

は
現
行
の
ま
ま
の
可
能
性
が
高
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
以
上
の
点
で
は

多
少
の
紅
余
曲
折
が
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ま
に
は
っ
き
り
さ

せ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
経
営
母
体

が
如
何
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
患
者
さ
 
 

ま
の
診
療
に
対
す
る
当
院
の
基
本
的

な
考
え
方
、
「地
域
住
民
の
た
め
」
 

に
は
な
ん
ら
変
わ
り
が
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
 

昨
年
一
年
間
で
当
院
に
お
け
る
も

つ
と
も
大
き
な
変
化
は
、
こ
れ
ま
で

の
一
般
病
棟
に
加
え
医
療
型
療
養
病

棟
の
導
入
で
す
。
そ
の
概
要
に
つ
き

ま
し
て
は
、
先
月
号
の
広
報
に
写
真

付
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、改

め
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
そ
も
そ

も
療
養
病
棟
の
導
入
は
、経
営
改
善

目
的
と
近
い
将
来
の
西
北五
地
域
公

的
五
病
院
の
病
院
機
能
再
編
成
（
以

下
、
病
院
再
編
）
計
画
を
見
据
え
た

も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
病
院
再
編

が
な
っ
た
段
階
で
、
当
院
は
一
般
病

床
七
十
四
床
、
療
養
病
床
四
十
六
床
、
 

計
百
二
十
床
の
内
科
系
主
体
の
病
院

に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
計
画
の
一
部
を
先
取り
し
て
行

っ
た
の
が
、
今
回
の
療
養
病
棟
の
開

設
で
す
。
な
お
、
病
院
再
編
時
の
療

養
病
棟
は
、
病
床
数
の
関
係
で
四
階

病
棟
に
移
転
す
る
予
定
で
す
。
 

そ
れ
で
は
、
今
回
開
設
し
た
療
養

病
棟
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
昨
年
十
月
ま
で
二
階
病

棟
を
使
用
し
て
い
た
外
科
の
患
者
さ

ま
を
三
階
病
棟
に
移
し
、
十
一
月
一

日
か
ら
二
階
病
棟
を
療
養
病
棟
に
衣

替
え
い
た
し
ま
し
た
。
個
室
二
及
び

二
人
部
屋
二
の
合
わ
せ
て
四
室
の
六

床
、
四
人
部
屋
が
七
室
の
二
十
八
床
、
 

計
三
十
四
床
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 
 

さ
ら
に
一
般
病
棟
に
は
な
か
っ
た
談

話
室
及
び
食
堂
の
新
設
整
備
、
こ
れ

ま
で
の
六
人
部
屋
を
四
人
部
屋
に
転

用
な
ど
、
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
は
以

前
よ
り
ゆ
っ
た
り
と
し
た
造
り
が
特

徴
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

整
備
は
、
あ
く
ま
で
法
律
に
準
拠
し

て
保
健
所
な
ど
の
ご
指
導
の
下
に
行

い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
料
金
の
面
で
は
、
個
室
及

び
二
人
部
屋
の
部
屋
代
は
、
 一
般
病

棟
の
半
額
程
度
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
金
額
面
の
詳
し
い
点
や
入

院
ご
希
望
の
方
が
あ
れ
ば
、
当
院
事

務
医
事
課
の
川
村
、
泉
谷
ま
で
お
電

話
（
5
3

・
3
1
1
1
内
線
1
2
5
)
 

ま
た
は
直
接
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
も
し
、
三

・
四
階
に入
院
中
の

患
者
さ
ま
で
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
担

当
医
師
か
看
護
師
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
前
述
の
事
務
方
と
相
談
の
う

え
、
し
か
る
べ
く
対
応
い
た
し
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
療
養
病
棟
の
ー
ケ
月

間
の
利
用
状
況
を
み
ま
す
と
、
病
床

稼
働
率
の
面
で
満
床
に
な
る
に
は
ま

だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
 

一
方
、医
療
効
果
の
面
か
ら
み
ま
す

と
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

す
な
わ
ち
、
 一
般
病
棟
にい
た
時
に

は
、
口
か
ら
物
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
患
者
さ
ま
、
自
力
歩
行

の
で
き
な
か
っ
た
患
者
さ
ま
が
 「
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
 
「
歩
け
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
患
者
 
 

さ
ま
も
、
療
養
病
棟
ス
タ
ッ
フ
の
手

厚
い
看
護
に
よ
り
、
明
ら
か
な
症
状

の
改
善
を
み
て
お
り
、
既
に
退
院
さ

れ
た
患
者
さ
ま
も
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
は
一
般
病
棟
で
は
ど
う
し
て
も
急

性
期
疾
患
、
特
に
重
症
患
者
さ
ま
の

看
護
に
重
点
が
お
か
れ
、
慢
性
期
、
 

特
に
回
復
期
の
患
者
さ
ま
の
看
護
に

は
十
分
に
手
が
回
り
に
く
い
嫌
い
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
点
、
療
養
病
棟

で
は
看
護
サ
イ
ド
の
手
が
患
者
さ
ま

に
十
分
行
き
届
く
よ
う
に
な
り
、
そ

の
結
果
症
状
の
好
転
に
繋
が
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

療
養
病
棟
に
入
院
さ
れ
る
患
者
さ

ま
は
、
あ
る
程
度
病
状
が
安
定
し
、
 

近
い
将
来
機
能
回
復
、
改
善
が
期
待

さ
れ
る
方
が
対
象
で
す
。
一
方
、病

状
が
あ
る
程
度
固
定
し
、
余
り
症
状

の
改
善
が
望
め
な
い
患
者
さ
ま
で
も
、
 

家
庭
や
施
設
で
の
看
護
が
難
し
い
場

合
は
、
入
院
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
判
断
が
困
難
な
ケ

ー
ス
で

は
、
ご
遠
慮
な
く
当
院
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

療
養
病
棟
の
最
終
目
的
は
、
看
護

や
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
り
患
者
さ
ま
の
自

立
を
促
し
、
退
院
に
も
っ
て
ゆ
く
こ

と
で
す
。
退
院
先
は
、
患
者
さ
ま
に

よ
っ
て
は
自
宅
で
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
し
、
施
設
で
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
 い
ず
れ
に
し
て
も
病
状
が
安

定
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
退
院
は

不
可
能
で
す
し
、
受
入
先
も
な
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
し
、
入
院
中
 
 

に
患
者
さ
ま
の
容
態
が
急
変
し
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
一
般
病
棟
に
移
し
て

治
療
し
ま
す
。
こ
れ
が
当
院
の
よ
う

な
一
般
病
棟
を
持
つ
病
院
の
最
大
の

強
み
で
あ
り
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に

は
安
心
感
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
 

療
養
病
棟
は
、
こ
れ
ま
で
の
当
院

に
は
な
か
っ
た
タ
イ
プ
の
病
棟
で
す
。
 

廊
下
や
病
室
の
飾
り
付
け
は
勿
論
で

す
が
、
食
堂
で
は
日
中
音
楽
を
流
し

た
り
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
り
な
ど
の

他
、
折
り
紙
や
箸
に
よ
る
豆
拾
い
な

ど
患
者
さ
ま
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が

ら
の
リ
ハ
ビ
リ
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
昨
年
十
二
月
に
は
、
点
滅
す

る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
廊
下
に
飾

り
、
患
者
さ
ま
と
そ
の
ご
家
族
が
参

加
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
一
年
を通
し
て
種
々
の

行
事
な
ど
の
準
備
に
、
病
棟
職
員
が

色
々
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
頑
張
る
予

定
で
す
b
 

も
し
、
ご
家
族
の
入
院
を
考
え
て

お
ら
れ
る
方
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
 

是
非
一
度
ご
来
院
の
う
え
、
療
養
病

棟
を
ご
見
学
く
だ
さ
い
。
き
つ
と
ご

満
足
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
 

今
回
は
、
昨
年
十
一
月
一
日
に
一
一

階
病
棟
に
開
設
し
ま
し
た
医
療
型
療

養
病
棟
に
つ
き
ま
し
て
述
べ
ま
し
た
。
 

当
院
に
対
し
ま
し
て
は
昨
年
に
倍
す

る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
し
致
し

ま
す
。
 

公立金木病院 
の展望 

～療養病棟の開設～ 

山 
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春になったら一緒にお花見に行こうね。 
（父・清太郎 母・里実） 

ま こ 

棟方 真子ちゃん 
(12月21日生） 

ー―--J 
元気で明るい子に育ってね！ 

（父・哲也 母・恵子） 
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この欄は金木町に住所を有している方々を掲載しています。 

熱掲載を希望しない方は町民課窓口に届出の際申し出てください。J 

12月末現在 

男 	5, 447人 

女 	6, 074人 

計 11, 521人

世帯数 4, 078 

お め で  と う , 
（清太郎）嘉 

（孝 光）嘉 

（哲 也）金 

く おしあわせに 》 

崎 正 貴（ 功 ）嘉 瀬

村 ミョ子（清 聴）青森市 

く や み 	， 

一
お
？
雪
さ
咲
ま
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前年同月比

△ 88人

△ 109人

△ 197人 
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お知らせ I土さ午ni=1H・ 町では、10月1日現在を調査期日とする国勢調査（調査員83人）な 

11W一ーーー、ー ど、今後実施される各種統計の調査員を募集しています。 

調査員の活動内容は、指定された調査区内において調査対象者等宅を調査期日前に調査

して、調査票を配布（記入の仕方などの説明含む）し、後日同票を回収・検査して町に提

出してもらいます。 

なお、調査員は登録制となり、申込者全員が交互に従事していただきます。 

調査員をご希望する方は、各種統計調査員登録申込書（企画観光課備付）に必要事項を

記入し、提出してください。 

《お間い合わせ》 企画観光課 


